
霧の濃度ご風速ごの時間的変動 (抄録)

Seiichi KfXOSJff'l、λOn the Variations of Fog Density and wind Velocity. 

木 下 誠
発-

ほJiは速く if>f_1二で、発生した浮が，風によってF宅地へ運ばれてくる砂流議で必る。とのように

風で運ばれる主主は，その濃度がジとして一様なものではない。とれば，惑を運ぶ気塊の風速，気

温， i'II対湿度のような物正1j[(!'0Q !t仕によるものと二Jまえられる。そのうちの 1 つ，風速と議濃度と

の川にどんな~'II関がるるかを淵ぺたo

S芸能度のi!lltどには，一定の光か;{から/1 11 た光の蒜r! 1の透過率をiWJる方法を JIJ いた。 との|祭に

は，議濃度は，その光;，!iの路 f について-'1王立J されたi成光係数 σ で与えられる。すなわち，
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(η; I土午径 r; の霧、位の，気塊の単位体的Ij lの数)

}止.uiliの iJ !lJ Ji:には熱中líU!li\'illfi\-Jーを川い， lÎ己録 l土子製のオッシログラフの 2 辺嘉で‘行った。

Il({平11 27 (， I~ 7 n 21 r 1. )引 r:においてなされた 1 つの在l1iHlJお刊拍斗ら，その記録の全WJli I J. 77秒

IHJについて，つぎの幾つかの統計的な量が件られた。

分散と -'1王立JfJlL とのよじ:
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白己~11関係数:

L]ð ・ L1u
r一三0.26

1ノ L)ð" ・ 1/ ，:1 u~ 

Llð(t) ・ Llð(t 十-r)
Rσ(T)=77 

ιJ(J" 

i'll関係数:

Llu(t) . Llu(H-r) 
Ru(-r) = ←τ二

ムJU“

ととで，相関を d と u の変動の大きい期間に!iRってとってみると ， rニ 0 .42 になる c し

たがって，乱れの度合のえきいほど，霧濃度と風jJJ{とは相関が増す傾向があるように考えられ

る。

件北海道大学低ìIíl科学研究所広用物理学部門




